
1

第26号
２０１４年１２月１９日発行

発行　学校法人   大阪成蹊学園
　　　法人事務本部　広報部
〒533-0007  
大阪市東淀川区相川3丁目10番62号
TEL：06-6829-2535
http://www.osaka-seikei.ac.jp＊  Osaka Seikei ＊

1

　大阪成蹊大学が、「日

本留学アワーズ２０１４」

の大学文科系・西日本

の部で入賞しました。

全国の日本語学校の教

職員を対象とした「留

学生に勧めたい進学先」

アンケートをもとに決

定する賞で、平成２６年

度日本語学校教育研究大会（一般財団法人日本語教育振興協会主催）

実行委員会が実施。大阪成蹊大学は実学教育の充実と留学生の就職

率の高さが評価され、他の５校（愛知大学、関西大学、関西学院大

学、四日市大学、立命館アジア太平洋大学）とともに選ばれました。

　表彰式は８月４日（月）、国立オリンピック記念青少年総合セン

ター（東京都渋谷区）で行われ、表彰式に出席したマネジメント学

部鍛治致准教授は「地道に取り組んできた成果。今後も日本語学

校の先生方に安心して学生を送ってもらえるような大学を目指し

たい」と抱負を語りました。

　大阪成蹊大学芸術学部は、南館の

敷地内に３階建て校舎を平成２７年４

月完成に向けて増築中です。

　近年の大阪成蹊大学および大阪成

蹊短期大学の入学生増加で、普通教

室や食堂の座席数不足が課題となっ

ていました。なかでも芸術学部が使

用する南館では多くの授業が行われ

ていますが、実習室や特殊教室が多

く、講義を行う普通教室は二つしか

ありませんでした。今回、増築する

新校舎の２階部分にＰＣ教室及びア
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「100年の計」をふまえて、びわこ湖畔大学の

将来構想が本格的に始動！

「留学生に勧めたい進学先」として選出
日本留学アワーズ２０１４

芸術学部
大阪成蹊大学

「天の時・地の利・人の輪」こそが

社会変革の好機に！

　大阪成蹊学園の「中興の祖」ともいえ

る、起死回生のＶ字回復を図られた石井

茂理事長の大学経営者としてのお言葉の

中に「立ち止まってはいけない。考え動

き続けることで、難しい局面を開くこと

ができる」という信念があります。

　私自身も常に大局を見据えながらち密

に戦略をねって、新しい局面を開くこと

で、変革の時代の学者知事としての役割

を全うしてきました。石井理事長の信念

におおいに共感をしております。

　その中で今、びわこ成蹊スポーツ大学

でいかに新しい局面を開いていくのか。

原点にかえりたいと思います。

　この１１月から、大阪成蹊学園の理事の

皆さんと協力しながら、びわこ成蹊スポー

ツ大学の豊田、鳥羽両副学長、若吉教授

を中心とした、３若手教員とともに、主

要課長も協力し、「将来構想委員会」を発

足させました。

　同委員会では、子どもたちへのスポー

ツを通じた教育力を強化することなどに

ついても議論しています。2011年に制定

されたスポーツ基本法では、スポーツは

「次代を担う青少年の体力を向上させると

ともに、他者を尊重しこれと協同する精

神、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を

培い、実践的な思考力や判断力を育む等

人格の形成に大きな影響を及ぼすもので

ある」とされています。特に人間の神経系

の発達は５歳までに８０％ほど完成すると

いう理論に照らせば、子どもスポーツ力

の強化は、滋賀県のみならず、日本全体

に貢献できる分野です。

　このような短期的戦術とあわせて、私

自身は、びわこ成蹊スポーツ大学が今後

歴史的に末永く存在感を発揮していくた

めには、２つの原点から学ぶことが必要

と考えています。１つは「背中に比良山、

前に琵琶湖」という自然の魅力を全面的

に取り入れた、自然史的な立地の美しさ

を活かす戦略です。

　私自身、過去数十年、世界各地の湖沼

地域をまわり、湖と人間のかかわりを研

究してきました。その中でも、琵琶湖の

風景と最も似通っているのはスイスのレ

マン湖だと思っています。そのレマン湖

とつながるビール湖畔に、スイス国立マッ

グリンゲンスポーツ大学があります。

　この８月末にマッグリンゲンスポーツ大

学を訪問して、スポーツ大学の運営につ

いて学びました。何よりも湖畔の立地を

活かして、スポーツ選手の育成・輩出と

からめて、学内で美しいホテル経営をし

て、アカデミックなスポーツ研究に体験

型のスポーツ・ツーリズムといわれる観

光を結び付けていることが印象的でした。

　２つ目の原点は、人為的な歴史です。

今のびわこ成蹊スポーツ大学が立地する

北比良・近江舞子から湖西の今津・高島

には、琵琶湖の観光やスポーツの歴史を

考える時に、今からほぼ１００年前に大きな

２つのエポックがありました。

　１つは１９１６年（大正５年）です。白砂青

松のこの地に、野外教育の祖ともいえる

ボーイスカウトの中野忠八氏が、はじめ

て天幕を張ったと記されています。近江

舞子の白汀園の中に石碑が残されていま

す（写真）。実は、中野忠八さんは京都五

条の薬屋さんで、その息子さんの中野卓

さんは日本社会学会の元会長で私自身が

私淑をした恩師の一人でもあります。奇

遇なご縁を感じます。　

　２つ目は「琵琶湖周航の歌」の誕生で

す。１９１７年（大正６年）、当時の第三高等

学校（今の京都大学）に入学した小口太郎

がボートで琵琶湖一周中に思いついたと

いうのがこの歌です。１９７０年代以降、加

藤登紀子さんが歌い続けてくださり、今

につながっています。加藤登紀子さんと

は親友で、２０１５年、登紀子さんのデビュー

５０周年記念コンサートを琵琶湖畔で行う

ことを今、計画しています。

　さて、「琵琶湖周航の歌」の二番に次の

ような歌詞があります。

松は緑に　砂白き
雄松（おまつ）が里の　乙女子は
赤い椿の　森陰に
はかない恋に　泣くとかや

　湖西、近江舞子をびわこ成蹊スポーツ

大学の大学力でいかに元気にしていくか、

楽しいことをいろいろ考えていきたいで

す。この「雄松が里の乙女子の涙」を未

来への希望にかえていくにはどうしたら

いいのか？　みなさんのお知恵をいただ

きたいです。

スポーツによる女性の力を社会に！

　未来を見据えて、琵琶湖畔に「女性ス

ポーツの拠点」をつくりたいと思ってい

ます。「サッカー」「水球」などに加えて、

「女子野球」「女子ラグビー」のようなチー

ムスポーツを核に、「陸上」「柔道」や琵琶

湖の水辺を活かした「カヌー」「ボート」

「ヨット」「ウィンドサーフィン」などのス

ポーツの華を咲かせたいですね！　もちろ

ん、これまでに頑張ってくださった男性

アスリートや先輩のお力はおおきな蓄積

です。

　大阪成蹊学園はそもそも８１年前の１９３３

（昭和８）年、女性教育の拠点として始まっ

たのです。今、安倍政権は、「女性活躍に

よる経済再生」をアベノミクスの大きな

柱、戦略として位置づけています。女性

活躍での大きな壁は、席を用意しても、

なかなかその場に座ってくれる女性が現

れないことです。実力はあっても、リー

ダーシップが発揮できない女性の内面心

理。「存在が意識を規定する」と、かのマ

ルクスも言いました。リーダーの役割を

経験することで、組織や社会のリーダー

が育っていきます。チームスポーツでリー

ダーとフォロワー、両方の役割の意味や

あり方を学びながら、組織対応に能力を

発揮する女性が増えてくれることでしょ

う。おおいに期待したいです。

　びわこ成蹊スポーツ大学が発足して１１

年。人口減少化が進む中で、否応なくす

すむ大学への逆風。しかし、スポーツ分

野には追い風も吹いています。また社会

の女性参画にも追い風が吹いています。

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピッ

クの誘致、２０１９年のラグビーワールドカッ

プもあります。２０２１年には関西広域連合

としてワールドマスターズゲームズの誘

致。そして地元滋賀県では２０２４年に二巡

目国体が決まっています。

　びわこ湖西の地から、男子にくわえて

女子のスポーツ力を育て、発信していこ

うではありませんか！！男子と両輪で、の

びのびと女子のスポーツ力を育てるため、

教職員の皆さん、学生の皆さんと協働し

てすすめていきましょう！

びわこ成蹊スポーツ大学

学長　嘉田由紀子

クティブラーニング教室、３階部分

には実習室を新しく作り、既存校舎

に普通教室を増設します。

　また、新校舎１階には座席数１００席

の新食堂をオープンします。現在の

学生食堂はメインキャンパスにあり、

芸術学部校舎から離れていました。

新食堂完成により、各種ランチメ

ニューを充実させるとともに、学生

ホールとして憩いの場を提供し、さ

らなる学生サービスの向上を図りま

す。
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国 際 交 流世界各国
の学校と

50周年式典に参加―台湾・台南
　１０月２５日（土）に大阪成蹊大学・大阪成

蹊短期大学の国際交流協定校である台南

應用科技大學の５０周年式典参加のために、

　教育学部1期生が入学して約８か月が

過ぎました。入学当時の「あどけなさ」

が抜け、地に足が着き、落ち着いてまい

りました。今回は、10月から実践しまし

た幼稚園、小学校見学実習をはじめ、彼

らの近況をお知らせ致します。

　「子どもが前に出て、考え方を説明する

なんてすごく能動的だと思う。」これは、

教育学部1期生が小学校への見学実習を

終えた際に、参観した算数の授業につい

てしていた会話の１コマです。この発言

には、自ら学ぼうとする子どもたちのよ

さを感じつつ、先生の指導法に魅力を感

じ、小学校の授業を生で観て教師になる

意志を再確認した学生の心が映し出され

ています。

　「数学難しい。余弦定理？やったやっ

た！でも忘れてる。」こちらも、教育学部

１期生の学生が、教員採用対策として授

業外で展開しているエクステンション

「算数教師塾」について会話していた際の

１コマです。教えることの難しさを実感

すると同時に、教員採用試験を乗り越え

て先生になる意志を再確認したのではな

いでしょうか。

　現在の教育学部の学生たちは、「先生に

なりたい」という夢や希望を持っていた

段階から、「こんな先生になりたい」とい

う目標を持つように変わり、そのために

は、何が必要かを探し求めている時期で

もあります。見学実習を通して、２年生

からスタートする「幼児教育コース」と

「初等教育コース」の２種類のコースを選

択し、エクステンションを通して、教員

採用試験合格に必要な態度や能力の獲得

を意識しています。この他にも、幼稚園

へのインターンシップに備えて、手遊び

や読み聞かせを体験できる「幼保エクス

プレス」や、保育実習に備えて、ピアノ

を特訓できる「スキルアップ対策」など

が授業外で専任教員によって展開されて

います。

　大切に授かった１年生という苗木を教

育学部の教員が協働的・探究的に１本１

本丁寧に育て上げ、桃李の花が咲く頃に

は初々しい２種類の花を咲かせることに

なります。そして、来春入学する学生が、

その花々にあこがれて、蹊を成すことで

しょう。そのとき、私たち教員も１期生

にとって桃李であったと言えるように

日々研鑽を積む所存です。

石井理事長、岡本学

長らが、台南を訪問

しました。式典の前

日には、台南應用科

技大學の他の協定校

（タイ、韓国、マレーシアなど）と情報交

換を行い、親交を深めることができまし

た。

　式典の後には、卒業生や在校生がデザ

インした商品を展示販売するショップの

見学を行いました。デザイナー支援のし

くみなど、本学でも取り入れていきたい

工夫が多くありました。

教育学部
大阪成蹊大学

　私の故郷の徳島県から近く、学

校の規模も大きくて教育内容も

しっかりしているように思い、大

阪成蹊女子短期大学（当時）に入学

することを決めました。卒業後に

将来の希望を叶えられる場所の１

つになると思いました。入学後は、

学生数が多くても学生へのフォ

ローがしっかりしていたので安心

して大学生活を送ることができ、

たくさんの思い出ができました。

２年間の学生生活の中でストレス

を一度も感じたこともなく、楽し

く充実した時間を大阪成蹊で過ご

すことができました。

　卒業後は、栄養士の免許を取得

したので家庭の栄養とおいしさの

探求ができる仕事の近道として料

理研究家になることを決めました。

何よりも人間の生きる基本となっ

ている家庭の毎日の料理を考え、

それを発信できる立場にいること

にこのうえない喜びを感じていま

す。料理についてしっかりといつ

までも勉強していける仕事に就く

ことができたのはとてもよかった

と思っています。

　大阪成蹊での２年間で特に印象

に残っているのは、非常に重要な

栄養の基礎、とりわけ食材の栄養

や人間の体の栄養、体の仕組みの

基礎などを学べたことです。また

大人と学生のはざまの時期を、の

びのびとした雰囲気のこの短期大

学で過ごすことができ、世間との

関わりの大切さや常識といったこ

とを、勉強を通して学ぶことがで

きたことも大きかったです。

　今大学で学んでいる皆さんや、こ

れから大学生になろうという皆さ

んは、「こんなことがしたい」「こん

な人になりたい」という希望や可

能性を現実にしていくために、ま

ずアクションを起こすことが大事

です。しっかりとした基礎作りを

しながら日常生活の中で常識を学

びつつ、専門的な知識を勉強する

時間も必要になりますので、限ら

れた時間の中で学びを大切にし、将

来の自分のビジョンや夢、希望と

いったものにつなげていってくだ

さい。
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料理研究家 浜内 千波さん

卒業生の卒業生の活躍活躍

●プロフィール●　浜内　千波（はまうち・ちなみ）　
　1955年徳島県生まれ。大阪成蹊女子短期大学家政学科栄養コース卒業後、
OLを経て岡松料理研究所へ入所。1980年ファミリークッキングスクールを
開校。「料理は、もっともっと夢のある楽しいもの」をモットーに、雑誌や
書籍をはじめ、テレビ、ラジオ、講演会、各種の料理イベントで活躍中。
自身の経験をもとに考案したダイエットメニュー、野菜料理は特に定評が
あり、主宰の料理教室では「家族の健康」「笑顔のある会話」に役立つ家庭
料理を教えている。大阪成蹊短期大学オープンキャンパスの栄養コース特
別プログラムや、大阪ガス（株）との共催による食育シンポジウムで来学。
本学で今年６月５日（木）に開催された楽天トラベル主催の「朝ごはんフェ
スティバル®２０１４西日本大会」では審査員として参加。
自身のＨＰ「浜内千波の楽しいキッチン」　http://www.chinamisan.com/

大阪成蹊短期大学大

　大阪成蹊短期大学では、グローバルな視野を持つ人材の育成を目指して、さまざ

まな国際交流活動を行っています。今号ではその一部をご紹介いたします。

卒業作品展で交流―韓国・仁川

　総合生活学科食物コースフードコー

ディネートクラスでは、９月１７日（水）～

２０日（土）の日程で韓国・仁川（インチョ

ン）での海外研修を行いました。今回の研

修の主な目的は、仁川にある専門学校

“INCHEON CULTURE & ART COLLEGE”の

“卒業作品展”において交流を深めること

でした。また、韓国の文化に触れること

も研修の目的のひとつで、江華島にある

江華歴史博物館や江華制赤峰平和展望台、

高麗宮址や伝灯寺を見学しました。韓国

の食文化だけでなく、歴史などを学ぶこ

とによって韓国を総合的に理解する有意

義な研修となりました。

生きた英語を学ぶ―ハワイ
　観光学科では９月２日（火）～１０日（水）

の日程でハワイでの語学研修を行いまし

た。今回の研修の目的は生きた英語を学

ぶことで、語学学校やホームステイ先で

毎日、英会話を楽しく勉強しました。

　さらに、旅行会社の現地支店やホテル

の視察、ハワイ州観光局の方のレクチャー

を受けるなどして、ハワイの観光産業の

現状について理解を深めました。

　また、現地大学生との交流やホームス

テイ先の家族との交流を通して異文化を

学び、忘れられない貴重な時間を過ごし

ました。
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　高校幼児教育コース２年生の皆さんに

よるミュージカル公演にこみち幼稚園の

年長児が招待されました。リズミカルに

テンポよく物語が展開し、動きも言葉も

わかりやすく、子供達は終始舞台の世界

に引き込まれていました。そして何より

生徒の皆さんが生き生きと躍動している

こと、仲間と協力して舞台を進めている

ことが、印象に残ったのではないでしょ

うか。物語の中で子供達が参加できるよ

う言葉を投げ掛けたり、学校を出る際に

は花道をつくってくださったりと、“幼児

と関わる”ための工夫が随所にされてお

り、学園内に幼稚園と高校があることの

良さを改めて感じることができました。

　この他にこみち幼稚園は、将来、保育

園・幼稚園・小学校等の指導者を目指す

生徒・学生のため、年間を通じて教育実

習の場を提供し、指導をしています。幼

児の世界に入り込み、じっくりと向き合

う体験が初めての実習生がほとんどです

が、戸惑い、悩みながら自分なりに幼児

に寄り添っていこうとする姿からは、“や

るしかない”という必死の思いと、“すて

きな指導者になりたい”という情熱が感

じ取れます。その姿と思いは幼児へと伝

わり、「先生、遊ぼう」「先生、これはど

うするの？」など、幼児が親しみの気持

ちを抱いて心をひらいていきます。この

瞬間から互いの気持ちが通じ合い、心の

通った保育が始まります。幼児にとって

大切な経験となる“人への信頼感をもつ

機会”実習生にとっては“幼児理解を深

める機会”。どちらにも有意義な学びと育

ちが生まれます。

　さらに、短大・大学の先生方や学生の

皆さんと、それぞれの専門分野を通じて

幼児だけでなく保護者も学びの機会をい

ただいています。体育館・プール・調理

室など幼稚園にはない施設を利用させて

いただくこともあり、これも学園連携を

通しての“共学・共育”の一面と捉えら

れると思います。

　こみち幼稚園は高校・短大・大学のあ

る相川から少し離れたところにあります

が、大切なのは心理的距離だと思ってい

ます。これまでの連携の中で紡がれてき

た絆を守りながら、これからも互恵性の

高い新たな連携の形を追求してまいりた

いと思います。

こみち幼稚園　園長　東藤弥生

学園の力を結集　今年も大盛況
オープンスクール2014

　１０月２５日（土）、１１月８日（土）に第４、５

回の高校のオープンスクールを実施しま

した。この２日間は、特別企画「ケーキ

バイキング」の実施日だったこともあり、

２日間合計２０２３名で過去最多の来場者と

なり、会場は熱気で埋まりました。

　本校のオープンスクールは予約をとり

ませんので正確な予測はできないものの、

外部での説明会や問い合わせの様子で、

たくさんの来場者が来てくださることが

事前に予想できました。多くの方が来て

くださるのはうれしいことですが、一方

で、人数が多いがゆえに来場者が不快な

思いをなさるようでは本末転倒です。た

くさんの方に快適に説明を聞いていただ

くためには、どのように環境を整えれば

よいかが準備段階において大きな課題と

なり、検討を重ねた結果、学園全体の協

力を得て、さまざまな施設を使用して実

施することとなりました。

　高校のオープンスクールは、まず来場

者全員に一堂に集まっていただき、学校

方針や入試要項を説明させていただくの

ですが、その会場として第２体育館を使

用。ギャラリーから巨大スクリーンを吊

るして高輝度のプロジェクターからパ

ワーポイント画面や動画を投影。また、

後ろの参加者にも見えるようにという配

慮から、会場の後方サイドにも２枚のス

クリーンを設置して３枚同時投影（写真

①）。

　その後は各コースに分かれての詳しい

説明会です。キャリア進学コースの会場

は最新設備を備えた大学・短期大学北館

３００教室（写真②）、スポーツコースは高校

食堂２階（写真③）を使用しました。

　５コースそれぞれの説明が終わった後

には、大学図書館棟の１階～２階で特別

企画「ケーキバイキング」（写真④⑤）を

行い、同時に３階では個別進路相談も実

施しました。

　このように学園の連携力を生かして、

記録的な数の参加者をスムーズにご案内

し、無事にオープンスクールを終えるこ

とができました。

　そして、ハード面の整備に加えて、ソ

フト面では高校の生徒スタッフや教職員

らの大きながんばりがありました。それ

ぞれが各自の持ち場で笑顔を絶やさず

しっかりと役割を果たした結果、参加者

の皆様に良い印象を持っていただくこと

ができました。アンケートには、「施設が

整っていて良いと思った」「生徒さんや先

生方の対応が素晴らしいと思った」とい

う感想がたくさん書かれていました。元

気で明るく素直な成蹊女子高校の生徒の

良さが伝わったのだと感じています。更

に「内部の短大や大学があるところが良

い」という感想も多く、参加者の方にも

学園の総合力を理解して頂けたように思

います。

子どもたちに夢を！
集大成のピーターパン
　１０月２４日（金）、本校幼児教育コースの

２年生全員による、第９回こどもミュー

ジカル「ピーターパン」を行いました。

この活動は、これまでのコース行事の集

大成となるもので、生徒全員がそれぞれ

の役割を担ってミュージカルを完成させ

るという集団学習として位置づけ、例年

実施しています。

　スタンバイし、会場にこみち幼稚園の

子どもたちが入ってくると、生徒たちの

テンションが一気に上がりました。開演

直後、ピーターパンが「みんな、応援し

てくれるかな？」と問いかけると、子ど

もたちは大歓声で応えてくれました。そ

の様子に誰もが微笑ましい気持ちになり、

会場は一層楽しい雰囲気に包まれました。

ミュージカルとブラックライトシアター

が融合し、暗い中に浮かび上がる幻想的

な眺めに子どもたちもうっとり。楽しい

ダンスもあり、生徒の生演奏もすばらし

いもので、練習の成果を十分に発揮しま

した。全員がネバーランドに迷い込んだ

ような夢の５０分間を過ごすことができま

した。

　ミュージカルを制作する過程では、辛

いこともたくさんあったでしょうが、将

来、生徒達が幼稚園・保育園の先生になっ

て子どもの指導にあたるとき、今回の

ミュージカルの経験はかけがえのない財

産として、きっと光り輝くことでしょう。

大阪成蹊女子高等学校

幼児教育コース

❶

❷

❹

❺

❸

共に学び　共に育つ連携

第9回こどもミュージカル
今年はピーターパンを上演

大阪成蹊
女子高等学校

大阪成蹊
女子高等学校

大阪成蹊短期大学附
属

こみち幼稚園
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　第４回大阪成蹊アート＆デザイン・コン

ペティションの審査が行われ、各賞が決定

しました。「未来への発信」というテーマ

のもと、全体として１５００点に迫る作品の応

募があり、中学生作品４４３点（応募校数６１

校）、高校生作品１０１７点（応募校数７８校）と

いう昨年を上回る大作・力作の応募があり

ました。これら多くの作品群は、コンペ

ティションがスタートして以来、内容、技

量ともに大幅にレベルアップしており、審

査の場は白熱しました。

　中学生の部の大阪成蹊芸術大賞は、大

阪市立咲くやこの花中学校３年生の石津花

華さんの細密な描写による社会的な提案

性のあるイラストレーション『環境の家』

Aが受賞しました。同準大賞は大阪の私立
帝塚山学院中学校３年生の神戸春香さん

の水草を幻想的に描いた『ａ ｂｏｕｎｄａｒｙ』

Bが選ばれました。また、後援いただいて
いる毎日新聞社賞には昨年も応募していた

だいた私立京都産業大学附属中学校２年

生の室田凪さんの、自由をテーマに複雑な

コラージュを駆使した『Ｎｏ Ｂｏｒｄｅｒ』　にC

決定しました。

　中学生の各部門賞（金賞）は、Ａ部

門（イラストレーション）で四條畷市

立四條畷西中学校３年生久保梓紗さ

んの技巧に優れた美少女のイラスト

レーション『フローレンス』 D、Ｂ
部門（キャラクター・マンガ）で寝

屋川市立友呂岐中学校３年生中山

まりさんのマンガ家への夢を

託したショートストー

リー『未来へ・・・』 E、
Ｃ部門（美術作品）では大阪市立大正

中央中学校２年生求紘汰さんの炎暑の大

阪をユーモラスに描いた版画『炎風鬼２』

Fの各作品が受賞しました。さらに銀賞１５
点、銅賞１５点、入賞２５点が決まりました。

　高校生の部では、力作ぞろいの応募作

品の中から困難を極めながらも選考した結

果、グランプリである大阪成蹊芸術大賞に

徳島県立名西高校３年生の美馬匠吾さん

のゲーム世代特有の感覚により仮想空間で

繰り広げられるキャラクターたちの饗宴を

描いた『Ｇｏ ｔｏ ｔｈｅ ｆｕｔｕｒｅ』Aを選びま

マネジメント学部
大阪成蹊大学

芸術学部
大阪成蹊大学レベルアップに感激

した。美馬さんはさらにＡ部門で、連作に

なる『メテ男の旅』で銀賞を受賞。Ｅ部門

でも選にはもれたものの、緑のトーンでイ

ルカの頭をもつ奇妙な生き物たちの世界

を描いた秀作『Ｇｉｆｔ～森から海へ～』

を出品しており、３点もの大作の出品に審

査員をはじめ本学教職員の注目と称賛が集

まりました。

　同準大賞は京都府立亀岡高校３年生の

上野裕二郎さんによる堂々とした大樹の生

命力と周りの森を写実的に描いた正統派の

油彩画『初夏の陽光』 Bが選ばれました。
高校の部の毎日新聞社賞には、三重県立飯

野高校２年生須藤真未さんの、シャッター

商店街を極彩色で描いて廃墟のもつ生命

力の痕跡とその魅力を描いた『廃墟萌え』

Cに決まりました。各部門賞としてＡ部門
（ビジュアルデザイン）は大阪府立三島高校

３年生小川紗季さんのアリスに登場するお

かしなお茶会にヒントを得たイラストレー

ション『変なお茶会』D、Ｂ部門（マンガ・
アニメーション）は大阪成蹊女子高校３年

生藤原優花さんの奇妙なアルパカのペット

の交情を描いた４コマ連続マンガ『パカ

夫』 E、Ｃ部門は同じく大阪成蹊女子高校
３年生松井ひかるさんのコンピュータで色

彩を調整してモノクロームのように女の子

を撮影した『ａｋａ』 F、Ｄ部門（ファッ
ション・インテリア・プロダクトデザイ

ン）は大阪成蹊女子高校３年生岩尾明日香

さんの和服とセーラー服の融合したロリー

タドレスの『１９０２』G、Ｅ部門（美術・工
芸）は私立関西文化芸術学院３年生の山中

茉利奈さんの藍玉の発酵酵母にかぶれた少

女を描いた絵画作品『藍に触れる』Hにそ
れぞれ決まりました。さらに銀賞２１点、銅

賞１９点、入選３０点が決まりました。

　また、中学校の部および高校生の部それ

ぞれに応募作品の指導と出品にご尽力いた

だいた学校に対して「学校賞」を贈りまし

た。お礼とともにお喜び申し上げます。

　出品いただきました中学校、高等学校の

生徒および先生の皆様方には、ぜひとも来

年も奮ってご応募いただきますようお願い

申し上げます。

大阪成蹊大学　芸術学部長　澤田克之

第4回大阪成
蹊

アート＆デザ
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―スポーツビジネスコースを志望した
理由を教えてください。
藤本　プロ野球が好きで、球団経営な
どに興味があって入学しました。具体的
に就きたい職業は考えている途中です。
福村　僕は、高校のクラブの顧問の先生
から受けた影響が大きいです。“する”ス
ポーツはもちろん“支える”スポーツも勉
強になる、と大阪成蹊大学を薦めてもら
いました。「クラブのマネージャーや審
判、競技の運営者などスポーツを支える
人たちの仕事は人の力や輪がとても大切
で、競技よりも難しい」と顧問から聞き、
僕は元々新しいことに挑戦するのが好き
なので、ぜひ入学したいと思いました。
永山　私も選手や体育の先生以外にも
スポーツを支える仕事があることを知
り、スポーツビジネスコースを志望しま
した。陸上部に所属していますが、今後
はサッカーやバレーボールなどの球技の
普及、2020年のパラリンピックのサポー
トにも関わっていきたいです。
福村　僕も長崎国体の「全国障害者ス

ポーツ大会」のサポートに行きました。
―入学してよかったと思うことは？
手塚　上田滋夢教授の授業です。内容
は基本的に難しいのですが、“支える”ス
ポーツに近づいている感じがします。あ
とは植田真司教授の「スポーツ用具論」
もおもしろいです。テニスや卓球のボー
ルの作り方を教わったのですが、思って
いたものと違うので驚きました。
小島　毎週のレポート提出です。1年生
の時から積み重ねると、はじめはわから
なかった流れのつかみ方や書き方のコツ
がつかめてきて、プレゼンの力もついて
きた気がします。先生自身、スポーツの
現場で働いている方もいて、現場の話を
聞けたりプロ選手をゼミの研究室につれ
てきてくださいます。そんな機会は他の
学校にはなかなか無いと思うのでいい経
験になっています。
―逆に、たいへんに思うことは？
永山　クラブと勉強の両立は正直難しい
です。でも授業で学んだこととスポーツ
は必ず繋がっていると考えて、見る視点

を変えると勉強も楽しく

なってきます。
手塚　3年生に進級すると、就職活動と
の両立も問題になります。自分たちの就
活によって後輩の今後も決まってくると
思うと失敗はできませんが、でもそれで
クラブの練習に身が入らないのもよくな
いと思います。限られた24時間の中で、
クラブ活動のこと、私生活のことなど、
今後の人生をしっかり考えないといけな
いのは大きいです。
―助けてくれる人はいますか？
手塚　たくさんいます！　とくにスポー
ツビジネスコースの先生方は本当に親身
になってくださいます。「こういうとこ
ろに就職したい」と言ったら「知り合い
がいるから話を聞こうか」などと言って
くださる先生も多く、突き放されるよう
なことは一度もないです。
小島　先生と学生の距離が近いです。お
互いが信頼できる、深いところまで知っ
ていただけるというのはありがたいです。
山内　実際3年生になって就職活動とク
ラブ活動の両立は大変なのだろうと思い
ますが、先輩たちがそんな姿を私たちに

見せないようにしてくれているので不安
を感じることはないですね。
―来年の抱負を聞かせてください。
藤本　今年はゼミ内のまとめ役になった
のですが全然上手くできませんでした。
失敗を経験できたということが思い出に
残るいい1年になりました。校内の「簿
記塾」でも勉強しており、3年生になる
までに簿記2級に合格したいです。
小島　スポーツ業界から必ず内定をも
らいます！
手塚　クラブで好成績を残すことと、同
時に人間力も身につけていきたいです。
福村　2年生になると後輩も入ってくる
ので、模範的な行動ができるようにして
いきます。
山内　来年は世界陸上やユニバーシアー
ドなど、世界的な大会があります。大阪
成蹊代表からさらに日本代表選手になる
ことが目標です。
永山　全日本インカレでいい結果を出し
て、全日本選手権で実業団の方と試合が
できるようにしたいです。

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
学
生
が
語
る

●藤本 絢人さん／2年　
 （京都市立紫野高等学校出身）

●山内 愛さん／2年
 （神奈川県立小田原城北工業高等学校出身）
 陸上競技部

●小島 嵩史さん／3年
 （京都市立紫野高等学校出身）

●手塚 麻柚さん／3年
 （大阪市立汎愛高等学校出身）
 陸上競技部

●永山 優さん／2年
 （近畿大学附属高等学校出身）
 陸上競技部

●福村 朋基さん／1年
 （大阪府立摂津高等学校出身）
 陸上競技部
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